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【令和５年度発掘調査地点】

三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
ム
ラ
の
移
り
変

わ
り
や
人
々
の
生
活
に
つ
い
て
解
き
明
か

令和５年度特別展「三内丸山と漆 ーくらしを彩る技ー」
会 場：三内丸山遺跡センター企画展示室
会 期：令和５年７月21日(金)～９月18日(月・祝）
観覧時間：午前９時～午後６時 ※入場は閉館の30分前まで
休 館 日：８月28日(月)
観 覧 料：一般900円（720円）、高校・大学生450円（360円）

（ ）内は20名以上の団体、中学生以下無料
※特別展観覧料で遺跡を含む常設展も観覧可能です。

「
漆
」
と
い
え
ば
何
が
思
い

浮
か
ぶ
で
し
ょ
う
か
。
お
椀
や

箸
な
ど
の
食
器
、
さ
ら
に
は
仏

壇
な
ど
、
意
外
と
身
近
な
と
こ

ろ
で
漆
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

漆
（
ウ
ル
シ
の
樹
液
）
を
利

用
す
る
技
術
は
縄
文
時
代
か
ら

み
ら
れ
、
三
内
丸
山
遺
跡
で
も

漆
塗
り
の
土
器
や
櫛く
し

の
ほ
か
、

ウ
ル
シ
の
木
や
種
子
な
ど
も
出

土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
三
内
丸

山
遺
跡
の
漆
利
用
に
つ
い
て
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
青
森
県
の

縄
文
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
製

品
や
製
作
に
関
す
る
道
具
な
ど

約
２
０
０
点
を
展
示
し
、
そ
の

特
徴
や
、
漆
利
用
の
技
術
に
迫

り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
展
の
内
容
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
３
回
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
特
別
展
の
観
覧
と
あ

わ
せ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
各
イ
ベ
ン
ト
の
詳

細
は
、
三
内
丸
山
遺
跡
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
三
内
丸
山
遺

跡
セ
ン
タ
ー
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

特
別
展

｢三
内
丸
山
と
漆

う
る
し

ー
く
ら
し
を
彩
る
技
ー

｣開
催【赤色の顔料と漆を入れた容器(三内丸山遺跡)】

発
掘
調
査
現
場
は
、
７
月

３
日
(月
)か
ら
公
開
し
て
お

り
、
９
月
15
日
(金
)ま
で
の

平
日
に
は
自
由
に
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
雨
天

時
等
の
調
査
中
止
日
を
除

く
。）
ま
た
、
現
場
公
開
日
の

午
前
11
時
か
ら
は
、
発
掘
調

査
担
当
者
に
よ
る
15
分
程
度

の
「
現
場
ガ
イ
ド
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
場
ガ
イ
ド
の

際
に
は
も
ち
ろ
ん
、
公
開
時

に
は
発
掘
調
査
に
対
す
る
素

朴
な
疑
問
や
質
問
等
に
発
掘

調
査
担
当
の
職
員
が
お
答
え

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
発
掘
調

査
現
場
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、「
発
掘
最
前
線
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
、
調
査
の
様
子
を
毎

週
更
新
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

西
側
で
24
基
が
道
路
に
沿
っ

て
並
ん
で
つ
く
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

大
人
の
墓
は
、
道
路
に

沿
っ
て
列
状
に
並
ん
で
つ
く

ら
れ
て
お
り
、
遺
跡
東
側
で

は
４
２
０
ｍ
以
上
に
わ
た
っ

て
続
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
整
備
で
、
当
時
の

景
観
を
よ
り
体
感
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
人
の
墓
の
露
出

展
示
の
覆
屋
は
、
内
部
に
発

三
内
丸
山
遺
跡
は
、
縄
文

時
代
の
ム
ラ
の
た
た
ず
ま
い

を
体
感
・
体
験
で
き
る
場
と

し
て
、
史
跡
整
備
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
発
掘
調

査
の
成
果
を
も
と
に
、
８
基

の
環
状
配
石
墓
、
31
基
の
大

人
の
墓
の
立
体
表
示
を
行
い

ま
し
た
。

環
状
配
石
墓
は
、
遺
体
を

納
め
た
穴
の
上
に
土
を
盛
り
、

直
径
約
４
ｍ
の
環
状
に
石
を

配
置
し
た
墓
で
す
。本
遺
跡
の

生
す
る
結
露
の
軽
減
、
遺
構
の
維

持
管
理
作
業
性
の
向
上
を
目
的
と

し
、
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

【環状配石墓の立体表示】

発
掘
調
査
開
始
！

す
た
め
、
毎
年
度
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年

度
は
、
第
48
次
発
掘
調
査
と

し
て
、
南
地
区
東
側
を
調
査

し
て
い
ま
す
。

こ
の
付
近
で
は
、
三
内
丸

山
遺
跡
の
集
落
が
最
も
大
き

く
な
っ
た
縄
文
時
代
中
期

中
葉
（
今
か
ら
約
５
，
０
０

０
～
４
，
８
０
０
年
前
）
を

中
心
と
す
る
竪
穴
建
物
跡
や

貯
蔵
施
設
と
考
え
ら
れ
る
土

坑
（
ど
こ
う
）
が
多
数
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
東
側
に
は

墓
と
考
え
ら
れ
る
土
坑
が
見

つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
の
調
査
で
は
集
落

の
東
側
の
広
が
り
を
確
認
し

ま
す
。



世
界
遺
産
の
青
森
県

内
の
縄
文
遺
跡
群
を
ぐ

る
っ
と
回
っ
て
、
素
敵

な
県
産
品
が
も
ら
え

る
、
縄
文
お
で
か
け
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

参
加
は
簡
単
。
お
手

持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
参
加
登
録
を
し

た
ら
、
県
内
８
つ
の
エ

リ
ア
に
あ
る
各
遺
跡
や

施
設
に
行
っ
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
タ
ッ
チ
す

る
だ
け
。
各
遺
跡
や
施

設
ご
と
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
ス
タ
ン
プ
が
記
録

さ
れ
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
を
手
に
入

れ
た
ら
、
賞
品
の
抽
選

応
募
も
忘
れ
ず
に
。
来

訪
エ
リ
ア
数
が
増
え
る

と
、
応
募
で
き
る
賞
も
増
え
て
い

き
ま
す
よ
。
こ
の
夏
は
県
内
の
縄

文
遺
跡
群
、
８
エ
リ
ア
、
全
13
カ

所
の
遺
跡
と
関
連
施
設
を
楽
し
く

巡
り
ま
し
ょ
う
‼

令
和
５
年
４
月
15
日
(土
)か
ら

７
月
２
日
(日
)ま
で
、特
別
展「
三

内
丸
山
と
ヒ
ス
イ
―
本
州
最
北
に

集
う
緑
と
技
術
―
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
三
内
丸
山

遺
跡
を
は
じ
め
と
し
た
青
森
県
の

縄
文
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
代
表
的

な
ヒ
ス
イ
製
品
な
ど
約
２
０
０
点

を
展
示
し
、
三
内
丸
山
遺
跡
の
玉

づ
く
り
、
ヒ
ス
イ
と
縄
文
時
代
の

人
々
の
つ
な
が
り
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た

方
々
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
丸
い

大
珠
や
、
堅
い
ヒ
ス
イ
に
ど
の
よ

う
に
孔
を
あ
け
た
の
か
に
つ
い
て

の
解
説
パ
ネ
ル
な
ど
を
興
味
深
そ

う
に
観
覧
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
展
の
内
容
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
３
回
の
講
座
や
も
の
づ
く
り

体
験
を
実
施
し
、
多
く
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【展示状況】

【昨年度の「粘土のアクセサリーを
作ろう」の様子】

も
の
づ
く
り
な
ど
を
と
お
し
て

三
内
丸
山
遺
跡
や
縄
文
時
代
に
触

れ
る
「
さ
ん
ま
る
縄
文
体
験
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

土
器
や
土
偶
な
ど
、
縄
文
時
代

の
道
具
を
作
る
体
験
の
ほ
か
、「
釣

り
針
を
作
っ
て
魚
を
釣
ろ
う
」
で

は
、
シ
カ
の
角
で
作
っ
た
釣
り
針

で
実
際
に
魚
釣
り
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
７
月
か
ら
始
ま
る
特
別

展
「
三
内
丸
山
と
漆
」
の
期
間
中
、

粘
土
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
、

赤
い
顔
料
で
色
を
付
け
る
「
粘
土

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う
」
も

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

令
和
５
年
４
月
22
日
(土
)・
23

日
(日
)に
、
三
内
丸
山
縄
文
春
祭

り
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
日
間
で

約
四
千
人
と
、
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

屋
外
で
行
う
「
発
掘
ひ
ろ
ば
」、

「
縄
文
ハ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
他
、「
ヒ
ス
イ
と
出
土
品

に
触
れ
よ
う
！
」
と
題
し
て
、
土

器
等
の
出
土
品
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
体
験
ブ
ー
ス
も
設
置

い
た
し
ま
し
た
。

７
月
22
日
(土
)・
23
日

(日
)に
は
、
三
内
丸
山
縄
文

夏
祭
り
、
９
月
16
日
(土
)

～
18
日
(月
・
祝
)に
は
、「
さ

ん
ま
る
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
の
日
」

の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
ぜ
ひ
お
楽
し
み

に
！

【「ヒスイと出土品に触れよう⽑」の様子】

開催日 メニュー 定員 申込締切
８／19(土) 土器を作ろう①（２回コース） 20 ８／３(木)
９／２(土) 粘土のアクセサリーを作ろう 20 ８／17(木)
９／30(土) 釣り針を作って魚を釣ろう 20 ９／14(木)
10／21(土) 土器を作ろう② － －
11／11(土) 土偶のレプリカを作ろう 10 10／26(木)
１／20(土) 土偶を作ろう 20 １／４(木)
２／10(土) 貝のアクセサリーを作ろう 20 １／25(木)
※対象は小学３年生以上 (小学３・４年生は保護者の同伴が必要です。）

※
申
込
み
方
法
等
の
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【令和４年度に保存修理した重要文化財】

平
成
15
年
５
月
に
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
１
９
５

８
点
の
出
土
品
は
、
指
定
直

後
か
ら
継
続
的
に
修
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
土
器
６

点
、
骨
角
器
５
点
を
保
存
修

理
し
、
さ
ん
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
な
ど
で
今
後
展
示
す
る

予
定
で
す
。

｢三
内
丸
山
と
ヒ
ス
イ

―
本
州
最
北
に
集
う

緑
と
技
術
―
」
終
了

春
祭
り
開
催
！

さ
ん
ま
る
縄
文
体
験
の

お
知
ら
せ

開催期間：令和５年７月21日(金)～７月30日(日）

○三内丸山縄文夏祭り ７月22日(土）、23日(日）
釣りや狩りなどの縄文時代の仕事を体験できる縄文ハンターや、土
器や土偶の発掘体験ができる発掘ひろばなどの体験イベントのほか、
ステージイベント、あおもりべじまつりによるマルシェ、スーパーボー
ルすくいなどの縁日など、楽しいイベントが盛りだくさんです。
22日(土）ステージイベント
仮面ライダーギーツショー
エフエム青森project Apple POP公開生放送 ゲスト：王林
23日(日）ステージイベント
ひろがるスカイ！プリキュアショー

○さんまる世界遺産の日 27日(木）
世界遺産登録２周年を記念して、
先着1,000名にグッズを配布します。

○青森フォーラム 29日(土）
世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」の価値や魅力について、
講演や意見交換を行います。

○週末観覧料無料！
期間中22日(土）、23日(日）、27日(木）、29日(土）、30日(日）は、遺
跡を含む常設展の観覧料が無料となります。（特別展は別途観覧料が
かかります。）


 


